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１期生の専攻長就任 
――「再生産」の時代へ

河﨑　よろしくお願いします。今日白
石さんがしているネクタイ、実は鎌田
先生からの贈り物だとか…。
白石　准教授になったときのお祝いで
いただいたものですね。
河﨑　素敵ですね。そうした師弟関係
にあるお二人に、今日はじっくりお話
を伺いたいと思います。
　さて、今回白石さんが本学修了生と

　早稲田大学法科大学院（大学院法務研究科）は2004年４月に創設され、以来「挑戦する法曹」の輩出を理念として
掲げてきました。2025年４月には法学研究科と統合し、「法学研究科法曹養成専攻」として歩みを始めています。
　2026年９月、早稲田大学法科大学院の１期生として学んだ白石大教授が、法学研究科法曹養成専攻長に就任しました。
　今回、白石新専攻長と、その恩師であり創設期の法科大学院を牽引した鎌田薫名誉教授が対談し、同じく１期生の河
﨑健一郎弁護士が話を伺いました。

して初めて法曹養成専攻長に就任され
ました。法科大学院で学んだ人が教え
る側に回り、さらに組織を率いる。法
科大学院が「再生産プロセス」に入っ
たことを象徴する出来事ではないかと
思います。
鎌田　１期生から研究者が生まれ、専
攻長を務める時代が来たのは実に感慨
深いですよね。当時、法科大学院から
研究者になること自体珍しく、制度的
にも容易ではありませんでした。創設
当時の情熱を知る白石君がトップに立

ち、早稲田のみならず日本の法科大学
院の未来を切り拓いていってくれるこ
とを大いに期待しています。
白石　身が引き締まる思いです。法科
大学院で学んだ人間が、母校の法科大
学院長を務めることには、やはり少な
からず意味があるのだろうと自覚して
います。学生として学んだ経験、そし
て教員として携わってきた経験を生か
しながら、この重責を担っていきたい
と思います。

創設の理念を
未来へ
――次世代の「挑戦する法曹」を育む 早稲田大学名誉教授・元総長／
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… �法曹分野に従事する早稲田大学校友（稲門法曹）と早稲田大学法科大学院修了生・在学生および早稲田大学法学学術院教員を繋ぐ、法学情報・コミュニケーション誌。
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2004年創設時の熱気と 
「司法制度改革」の理念

河﨑　ではここで、2004年の法科大
学院創設当時を振り返ってみます。ま
だ手探りだったロースクールでの学び
はいかがでしたか。
白石　私にとっては、法学キャリアの
まさに原点です。私は銀行に11年間勤
務した後、１期生として入学しました。
当時は、社会の多分野で経験を積んだ
人たちが法曹を目指して集まり、「化学
反応」によって生じた熱気のようなも
のが学内に満ちていました。教える側
の先生方も新制度に大変な熱意を持っ
ておられ、一種の「知的な創造の場」が
生まれていたように思います。
鎌田　当時の授業は、教える側にとっ
ても非常に充実していました。少人数
の双方向・応答式で、多様な背景と明
確な問題意識を持つ学生が集まってい
た。学習意欲も高く、成文堂では体系

書や論文集が「こんなに売れたのは初
めて」というくらいで（笑）。教員も
司法制度改革の理念を実現しようとい
う意識が強く、司法試験合格だけを目
的とせず、多分野で活躍できる法律実
務家を育てようという意欲がありまし
た。
河﨑　司法制度改革審議会は、事前規
制型から事後チェック型社会への転換
や、国民が統治の主体となることを掲
げ、リーガルアクセスの充実も図られ
ました。その基盤となる法曹を育てる
「点ではなく線の教育」として法科大
学院制度が構想され、早稲田はその理
念を強く意識してつくられましたね。
白石　まさにそのとおりです。当時は
授業で司法制度改革審議会の意見書を
読むこともあり、いかに司法制度改革
を実現するかを、教員も学生も強く意
識していました。そうした改革理念へ
の強い共感が、当時の熱気を生み出し
ていたのだと感じます。

変わる法曹養成と 
「挑戦する法曹」の継承

河﨑　司法試験の「在学中受験」や
「３＋２」制度の導入など、法科大学
院を取り巻く環境は大きく変わりまし
た。今の学生の状況はいかがでしょう
か。
白石　学習のタイムラインは非常にタ
イトです。既修者は入学から１年余り
で司法試験を迎えるため、法律基本科
目に集中せざるを得ません。他方、試
験後の半年間は自分の学びに向き合え
る。ここでどれだけ法科大学院の教育
を吸収してもらえるかが重要です。

河﨑　「挑戦する法曹」の理念は、今
の学生たちにも受け継がれています
か。
白石　しっかり受け継がれています。
例えば、被災地で法的支援を行う「災
害復興支援クリニック」には、多数の
学生が自発的に参加しています。司法
試験の合否に直接結びつかなくても、
社会的に意義のある活動に挑もうとす
る熱意は今なお健在です。こうした意
欲を汲み取り、臨床法学教育をさらに
充実させたいと考えています。
鎌田　実務家からも早稲田の修了生は
「非常に優れている」という評価をよ
く聞きました。深い学びと社会的使命
感、「判例で決まっている」で終わら
ずにそれを変えていこうという改革意
欲がある。実際、修了生が新しい判例
をつくり、法曹の活動領域を広げてき
ました。司法制度改革の理念に共感し
た学生と教員が同じ方向を向いて学ん
だことが実を結んだのだと思います。
この成果をさらに育てていくことが課
題ですね。１期生の皆さんにさらに頑
張ってもらいたい（笑）。
河﨑　ありがとうございます。なんだ
か私自身に対するエールでもあるよう
な気がします。

次世代の研究者養成 
――理論と実務の架け橋

河﨑　研究者養成の中で法科大学院は
どのような役割を果たしていくので
しょうか。
白石　ロースクール生にも研究への関
心はあります。研究者のキャリアに関
心がある学生に向けた説明会を昨年実
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施しましたが、約20名が集まりまし
た。そうした学生を次世代の研究者と
して育てることも、法科大学院の使命
だと考えています。若手研究者の減少
は深刻な問題ですので。
河﨑　 逆にいえば、今は研究者を目
指すチャンスでもあるのでしょうか。
白石　チャンスといえばチャンスです
ね（笑）。
鎌田　従来の徒弟的な研究者養成に偏
るのも、逆に「実務経験者が教員にな
ればよい」という考え方も、どちらも
極端だと思います。実務への目を持
ち、研究が実務に大きな影響を与える
ことを理解する研究者が育ち、研究者
も実務家との交流から実務感覚を養
う。そこから新しい関係が生まれるこ
とを期待しています。
河﨑　まさに「理論と実務の架け橋」
ですね。

稲門法曹会 
――世代をつなぐ「縦のつながり」

河﨑　稲門法曹会との連携については
いかがでしょうか。
鎌田　早稲田出身の法曹は多分野で活
躍している一方、かつては縦のつなが
りが十分ではありませんでした。検察

庁、裁判所、弁護士会それぞれのつな
がりを一本にし、学生たちを支えると
ともに、司法修習や実務の場でも、そ
の地域の先輩が後輩を支える関係をい
かに作っていくかが大きな課題だと思
います。
白石　稲門法曹会の皆様には、学生を
物心両面から支えていただいており、
心より感謝しています。ある支部で
は、給付型奨学金を設け、地域をあげ
て学生を支援してくださっています。
今後も、稲門法曹の先生方に実務家教
員として教鞭をとっていただいたり、
稲門法曹と教員とで共同研究を行った
り、そういったことを通じ、つながり
をさらに強めていきたいと思います。

新専攻長への期待と抱負
河﨑　最後に、鎌田先生からエール
を、白石専攻長からは今後の抱負をお
願いします。
鎌田　法曹養成を取り巻く環境は大き
く変化していますが、社会が求める法
曹を大学がどう育てるかという基本は
変わりません。ロースクールを受験予
備校にせず、使命感を持った優れた法
曹を早稲田から送り出していってほし
い。難しい課題ですが、ぜひ頑張って

ください。
白石　ありがとうございます。司法制
度改革は頓挫したと総括されることも
ありますが、その提言内容は、四半世
紀を経た今も意味を持っています。創
設期の原点にある理念を大切にしつ
つ、古くて新しい課題に向き合い、よ
り魅力ある法科大学院を目指して邁進
いたします。
河﨑　本日はありがとうございまし
た。白石専攻長のもと、早稲田大学法
科大学院がさらに発展していくことを
期待しています。

東弁稲門会・二弁稲門会発足のお知らせ稲門法曹会

　稲門法曹会において、2025年７月に東京弁護士会稲門会（東弁稲門会）、2026年４月に第二東京弁護士会稲門会
（二弁稲門会）が新たに設立されました。東弁稲門会では、2025年７月の設立大会・新入会員歓迎会を実施後、ス
ポーツ観戦の実施や、「早稲メシ」企画など、バラエティに富んだ活動を行っています。二弁稲門会では、2026年４月
の設立総会には70名を超える会員が集まり、稲門法曹の絆と層の厚さを再認識する機会となりました。
　両会の設立により、東京三会すべての支部が発足しました。修了生の皆様におかれましては、この機会に各支部およ
び稲門法曹会の活動へぜひ積極的にご参加いただけますと幸いです。

　私たち2025年度修了生は、早稲田大学法科大学院を修
了してから数か月がたちました。私は現在、司法修習生と
して、裁判所や検察庁で実務に触れながら日々学んでいま
す。司法修習に進んだ者だけでなく、それぞれ異なる進路
を選んだ仲間たちも各所で努力しており、その姿に今も刺
激を受けています。
　今こうしてロースクールを無事に修了し、司法修習に励
むことができているのも、稲門法曹会の皆様をはじめ、多
くの方々のお力添えがあってこそです。在学中、とりわけ
奨学金によるご支援は、経済的な支えであることはもちろ
ん、学習に集中できる環境を与えてくださる大きな力とな
りました。また、奨学金にとどまらず、AA講座やチュー
ター制度など、さまざまな面からお力添えをいただきまし

た。そして何より、常に私た
ちを応援してくださる先輩方
がいてくださること、その存
在自体が大きな励みであり、
心強いものでした。自分も早
稲田の法曹のつながりの中で
育てていただいているのだ
と、何度も実感しました。
　司法修習では、事実に丁寧に向き合う姿勢や、当事者の
異なる意見に耳を傾けることの大切さを改めて感じていま
す。これまで支えてくださった皆様への感謝を忘れず、自
分も後輩や社会を支える側になれるよう、これからも研鑽
を重ねていきたいと思います。

稲門法曹奨学金受給者（修了生）の声 2026年３月修了 渡
わ た
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挑戦するする法曹

逆境からの挑戦、そして未来へ
　「これはもう無理だ。」――もう
十年以上も前になるが、娘の保育園
からの「発熱です」の電話と、依頼
者からの作業の矢の催促との間で板
挟みになったときの絶望的な気持ち
は、今でも覚えている。今でこそ、
私たちの事務所でも男女問わず育休
取得や時短勤務が奨励されるように
なったが、当時はそのようなサポー
トもなく、特に夫の留学中はワンオ
ペ育児と事務所の業務をどのように
両立させるかが、私にとって最大の
「挑戦」だった。
　当時、忙しすぎる自身の業務ポー
トフォリオ（専門分野）の見直しが
必要と考えた私が選んだのが、独占
禁止法の分野だ。「経済憲法」とい

われる独占禁止法は、企業の公正競
争を保障するルールであり、企業間
の業務提携や買収案件では常に論点
となる。メインの契約交渉と並行し
て独自に検討を進めることができる
ため、自分のペースで時間をコント
ロールしやすい。ちょうど独占禁止
法の執行が中国でも活発化するとい
う追い風もあり、自らの中国での
留学・駐在経験を掛け合わせ、独自
の専門性を確立する機会にも恵まれ
た。産育休を３回取得した私がパート
ナーとして活躍できているのも、ワン
オペ育児という逆境の中で、分野の
選択と集中によりチャンスを着実に掴
むことができたからだと考えている。
　娘たちにだいぶ手がかからなく

なった今、彼女
たちが活躍する
未来がより良い
場所であれとい
う思いから、プロボノ活動にも力を
入れている。自身でも難民申請や災
害支援案件を無償で担当しているほ
か、多忙な企業法務弁護士でもプロ
ボノ案件に関わることができるよ
う、事務所のプロボノ制度の構築に
も携わっている。大手法律事務所に
は、最先端の法律サービスを提供す
ることに加え、プロボノ活動を通じ
た社会貢献が求められる時代。数多
あるプロボノ支援のニーズをどう有
機的に取り込んでいくか。私の「挑
戦」はまだ続く。

アンダーソン・毛利・友常法律事務所
外国法共同事業、パートナー弁護士 矢

や

上
が み

 浄
き よ

子
こ

「公共訴訟」を拓く
　戦後約80年間で、最高裁判所が
法令を違憲と判断した例は十数件に
とどまります。その原因は、司法の
消極性のみならず、訴える側の構造
にもあると考えています。
　日本の公共訴訟は、長く弁護士の
手弁当により担われてきました。事
件ごとに弁護団が組成され、終結と
ともに解散するため、知見や資金の
承継が難しい構造です。公共訴訟に
専門的に従事する弁護士は過去にも
存在しましたが、それは並外れた自
己犠牲によって成り立つ生き方でし
た。持続可能な仕組みがない以上、
若い法律家が公共訴訟をキャリアと
して選ぶことは事実上困難でした。
公共訴訟を持続可能な職業とするこ
とで、担い手の裾野を広げ、全体の

水準を引き上げられないものかと考
え、第一歩として立ち上げたのが、
公共訴訟の支援プラットフォームで
あるCALL4です。訴訟資料の公開
や無料のクラウドファンディング機
能を通じて、市民の関心と支援が裁
判へ届き、裁判が社会の議論を動か
す手応えを得ました。
　2023年、公共訴訟を専門とする
日本初の組織としてLEDGEを設立
しました。LEDGEには、フルタイ
ムで公共訴訟に従事する弁護士のみ
ならず、公共訴訟に特化したキャン
ペーナーやリサーチャーが所属して
います。外国人への差別的な職務質
問を問うレイシャル・プロファイリ
ング訴訟、人質司法の違憲性を問
う国家賠償訴訟などを遂行してい

ます。訴訟をプ
ロデュースし、
自ら担い、社会
の関心を喚起す
る。その主体であることを、持続
可能な職業として成立させるのが
LEDGEの挑戦です。
　米国などでは公共訴訟を専門とす
る法律家が数多く存在し、確立し
た職業として認知されています。
LEDGEはこれから、ともに公共訴
訟を担う法律家の輪を広げていきま
す。この職業を選ぶ人が増えていく
ことで、公共訴訟が並外れた覚悟を
要する生き方ではなく、法律家の当
たり前の選択肢の一つになることを
目指しています。

弁護士、認定 NPO 法人CALL4・
一般社団法人LEDGE事務局長 井
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主な研究テーマ

主な経歴
建築訴訟・行政訴訟実務

�早稲田大学法学部卒業（2006年）、早稲田
大学大学院法務研究科修了（2021年）、弁
護士登録（2022年）、神楽坂キーストーン
法律事務所所属。

主な研究テーマ

主な経歴
臨床教育の拡充と地方法曹輩出モデルの構築

群馬高専専攻科修了（2011年）、東京大学大学院総合
文化研究科修了（2013年）、IT企業勤務、早稲田大学
大学院法務研究科修了（2019年）、弁護士登録（2020
年）、新前橋法律事務所所属。

　2026年４月着任の法務教育研究センターの助手を紹介します。在任中の尾川助手を含めて
３名体制となりました。紹介センター助手
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災害復興支援クリニック活 動 報 告

　早稲田大学法科大学院の課外活動で
ある「災害復興支援クリニック」は、
2011年の東日本大震災直後に教員有
志が立ち上げたプロジェクトを前身
とし、2016年から学生主体の活動へ
と発展しました。これまで福島県浜通
り地域を拠点に活動してきましたが、
2024年の能登半島地震発生を受け、
現在は活動の拠点を能登半島へと移
し、継続的な支援を展開しています。
　2024年９月以降、本クリニックで
は、被災地での法的支援の需要調査を

行うとともに、様々な支援活動に取り
組んできました。なかでも、弁護士過
疎地域である奥能登の仮設住宅を巡回
する「おしゃべりカフェ」がその中核
を担います。これは、仮設住宅の住民
との世間話や困りごとの傾聴を通じて
法的課題を発見し、支援につなげるこ
とを目的としたもので、珠洲市や能登
町、穴水町で30回以上実施してきま
した。2025年９月からは生活再建支
援制度を紹介するボードゲームを使っ
て、学生が支援制度を説明することに
挑戦し、難しいことをわかりやすく説明
することや、課題を聴き取ることといっ
た法律家にとって基本とも言えるスキル
を養う機会を得ることができました。
　さらに、2026年３月には新たな試
みとして「珠洲市子ども未来創造会
議」を開催しました。小中学生を対象
に「珠洲市に人を呼ぶにはどうしたら
良いか」をテーマに意見聴取を行う
ワークショップを実施し、子どもの
「意見表明権」の実現と、被災・過疎

地域における新たな住民参加のあり方
を模索しました。このプログラムには
法科大学院生だけでなく教育学部の学
生も加わり、学部を超えた協働による
豊かな学びの場となりました。
　本クリニックは、被災地支援という
「公益的価値」に加え、教室内だけで
は得られない現地の声に耳を傾け課題
を解決に導く「教育的価値」という２
つの重要な意義を持っています。今後
も被災地の人々の声に耳を傾け、社会
に貢献する法曹の育成を目指して、活
動を発展させてまいります。

　2026年６月20日、早稲田大学法
科大学院のFemale Lawyers Project
（FLP）の一環として、女性法曹の
魅力を伝えるシンポジウム「法律家
になろう！女性法律家はこんなに面
白い！！」を開催しました。第11回
となる今回は、会場とオンラインを
合わせて約130名が参加しました。
　シンポジウムは２部構成で行われ
ました。まず、ユニリーバ・ジャパ
ン・ホールディングス合同会社の代
表職務執行者ジェネラルカウンセル
を務める松井さやか弁護士が、「『法
律』×『○○○』～掛け算で描く
キャリア（企業内弁護士の場合）
～」と題して基調講演を行いまし
た。法律を学ぶことで、それまで見
えなかった問題を捉える視点を得ら
れること、さらに自らの関心や経験
と法律を掛け合わせることで、キャ
リアの可能性は大きく広がることに

ついて、中高生にもわかりやすく
語っていただきました。
　続いて、松井弁護士に加え、前原
彩弁護士、惣谷恵弁護士、司会の小
島秀一弁護士によるパネルディス
カッションが行われました。企業内
法務、運送会社の顧問業務、犯罪被
害者支援や児童虐待への対応など、
三者三様の実務経験をもとに、弁護
士のやりがい、女性として働く中で
の経験、仕事と家庭の両立、法曹を
目指す学生への助言などについて熱
い議論が交わされました。

　参加者からは、「法曹という仕事
の魅力が増した」「女性だからでき
ることや女性であることの利点を知
り、自信を持って弁護士を目指そ
うと思った」といった感想が寄せ
られました。終了後アンケートで
は96.4％の方から「非常によかっ
た」「よかった」との回答をいただ
き、法曹を目指す気持ちを後押しす
ることができたようです。
　今後もFLPの活動を通じて、女性
法曹の育成と支援に向けた活動を継
続していきます。
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　2026年９月20日をもって、法科大学院長を退任
いたしました。法科大学院長として早稲田大学法科
大学院の運営に携わってきた４年の間、稲門法曹会
の先生方、修了生の皆さまをはじめ、多くの方々か
ら温かいご支援とご協力を賜りました。任期を終え
るにあたり、心より御礼申し上げます。
　振り返れば、この４年間は大きな変化と挑戦の連
続でした。とりわけ、2025年４月に法科大学院を
法学研究科に統合し、法学研究科法曹養成専攻とし
て新たな歩みを始めることができたことは、大きな
節目でした。この改革を通じて、法学部から法科大
学院までを一層緊密につなぎ、早稲田ならではの法
曹養成をさらに発展させるための基盤を整えること
ができたと考えています。
　また、司法試験においても合格実績を着実に向上
させることができました。これは、教職員による教
育改善の積み重ねはもちろん、学生一人ひとりの努
力、そして修了生・先輩法曹の皆さまによる日常的
な支援の賜物です。さらに、能登半島地震・災害復

興支援クリニックをはじめ、
社会の現実の課題に向き合う
活動に学生たちが積極的に参
加する姿を見ることができた
ことを、大変うれしく思って
います。こうした経験を通じて、困難な課題に自ら
向き合い、人に寄り添いながら社会に貢献する「挑
戦する法曹」の育成に、私自身もわずかながら貢献
できたのであれば、これに勝る喜びはありません。
　この４年間、多くの稲門法曹会の先生方から、学生
の奨学金に充てるための貴重なご寄付を頂戴いたし
ました。経済的な事情にかかわらず意欲ある学生が
学び続けられる環境を支えていただいたことに、改
めて深く感謝申し上げます。
　院長としての任期は終えましたが、早稲田大学法
科大学院がこれからも「挑戦する法曹」を社会に送
り出す場であり続けることを願っております。今後
とも変わらぬご支援、ご協力を賜りますよう、よろ
しくお願い申し上げます。

法科大学院長退任のご挨拶 古
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　「梓」送付停止や、送付先のご住所・ご勤務先の変更等を
ご希望の場合は、QRコードより申請をお願いいたします。 
代理の方による申請も可能です。
　なお、代理の方はお手数ですが、代理申請後に封書の破棄
をお願いいたします。

早稲田 梓

　法科大学院キャリア支援室では、在学生・修了生のキャ
リア支援の一環として、法律事務所をはじめとする各機関
から求人情報等を募集しています。ご提供いただいた情報
は、法科大学院ウェブサイト等を通じて、在学生・修了生
へ周知いたします。掲載をご希望の場合は、法科大学院
キャリア支援室ウェブサイトに記載の申請フォームよりご
提出ください。
　また、在学生・修了生を対象とした「法律事務所・企業

等による合同説明会」を年２回開催しているほか、エクス
ターンシップの受入れについても随時ご相談を受け付けて
います。ご質問がございましたら、下記までお気軽にお問
い合わせください。

法科大学院キャリア
支援室ウェブサイト

※�法科大学院キャリア支援室は、在学生および修了生のキャリア支援を目的として、就職情報の提供や各種サポート等
を行う本法科大学院の内部部門です。詳しくは、法科大学院キャリア支援室ウェブサイトをご覧ください。

早稲田LS生（修了生・在学生）向けの就職情報等告知について

早稲田大学法科大学院キャリア支援室
law-school-career@list.waseda.jp

退職教員のご紹介
　2026年３月末で早稲田大学法学研究科法曹養成専攻
運営委員会構成員のなかから退任された先生方をお知ら
せいたします。
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新任教員のご紹介
　2026年４月から早稲田大学法学研究科法曹養成専攻
に嘱任された先生をご紹介いたします。
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